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レ
ポ
ー
ト
「
ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
Ｗ
ｅ
ｅ
ｋ
２
０
１
９
」

再エネビジネスは「ポストFIT」本格化へ
レポート「スマートエネルギー Week2019」

ト
リ
ナ
・
ソ
ー
ラ
ー

Ｔ
Ａ
Ｏ
Ｋ
Ｅ

福
島
県（
ア
ン
フ
ィ
ニ
他
）

Ｎ
Ｔ
Ｔ
レ
ン
タ
ル
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

ト
リ
ナ
・
ソ
ー
ラ
ー

ア
ン
プ
ト
ジ
ャ
パ
ン

ニ
プ
ロ
ン

ラ
プ
ラ
ス
・
シ
ス
テ
ム

英
弘
精
機

会期中約6万7,000人が来場

テープカットに加山雄三氏も登壇

床面に太陽光発電ライフサイクルを
イメージしたデザインを施した

ニプロンブースの様子

「Solar Legato」の展示太陽光発電システム施工展の英弘精機ブース

ブース講演会の様子

TAOKEブースの様子アンフィニ
「ジャパンソーラースノ

ーカット」（参考出品）

「Amptストリング
オプティマイザ」の展示

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
業
界
の
国

際
商
談
会
「
ス
マ
ー
ト
エ
ネ

ル
ギ
ー
Ｗ
ｅ
ｅ
ｋ
２
０
１

９
」
が
、
２
月
27
日
（
水
）

か
ら
３
月
１
日
（
金
）
ま
で

の
３
日
間
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ

イ
ト
で
開
催
さ
れ
た
。
世
界

33
カ
国
か
ら
１
５
９
０
社
が

し
て
活
用
す
る
Ｖ
２
Ｈ
や
自

家
消
費
型
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
も
注
目
を
集
め
た
。
さ
ら

に
、
再
エ
ネ
主
力
電
源
化
に
欠

か
せ
な
い
需
給
バ
ラ
ン
ス
の

調
整
役
と
し
て
の
大
型
蓄
電

池
も
実
証
実
験
か
ら
本
格
導

入
へ
拍
車
が
か
か
る
。
ま
た
、

分
散
型
電
源
と
し
て
期
待
さ

れ
る
Ｖ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
も
、
連

日
の
セ
ミ
ナ
ー
は
立
ち
見
が

出
る
ほ
ど
盛
況
だ
っ
た
。

産
業
用
太
陽
光
発
電
で

は
、
Ｒ
Ｅ
１
０
０
を
意
識
し

た
自
家
消
費
ス
キ
ー
ム
が
目

立
っ
た
。
一
方
、
昨
年
の
未

稼
働
案
件
見
直
し
で
設
備
変

更
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
を

受
け
、
太
陽
光
発
電
モ
ジ
ュ

ー
ル
各
社
は
、
高
性
能
モ
ジ

ュ
ー
ル
を
訴
求
し
た
。
Ｆ
Ｉ

Ｔ
低
下
の
分
、
高
性
能
モ
ジ

ュ
ー
ル
で
発
電
量
を
増
や
し

た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
は
多
い

と
い
う
。
中
国
大
手
パ
ネ
ル

メ
ー
カ
ー
で
は
「
今
年
度
、

日
本
市
場
で
１
・
２
㌐
㍗
の

目
標
」
を
目
指
す
。
ま
た
、

１
５
０
０
㌾
対
応
機
器
も
、

各
社
が
発
表
し
来
場
者
の
注

目
を
集
め
て
い
た
。

さ
ら
に
、
洋
上
風
力
や
水

素
関
連
技
術
と
い
っ
た
エ
ネ

ル
ギ
ー
全
般
に
係
る
新
た
な

ト
レ
ン
ド
が
一
堂
に
会
し
た

展
示
会
と
な
っ
た
。

太
陽
光
発
電
の
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
全
て
（
太
陽
電
池
モ

ジ
ュ
ー
ル
の
製
造
か
ら
リ
サ

イ
ク
ル
ま
で
）
に
お
い
て
、

同
社
が
提
供
す
る
製
品
・
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
・
サ
ー
ビ
ス

を
紹
介
し
た
。

新
製
品
の
Ｍ
Ｂ
Ｂ
（
マ
ル

チ
バ
ス
バ
ー
）
配
線
技
術
を

採
用
し
た
出
力
４
０
０
㍗
以

上
の
高
効
率
モ
ジ
ュ
ー
ル
、

「
モ
ジ
ュ
ー
ル
＋
」
の
ソ
リ

ス
ト
リ
ン
グ
レ
ベ
ル
で
の

電
力
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実
現

す
る
Ｄ
Ｃ
／
Ｄ
Ｃ
コ
ン
バ
ー

タ
の
「
Ａ
ｍ
ｐ
ｔ
ス
ト
リ
ン

グ
オ
プ
テ
ィ
マ
イ
ザ
」。
直
流

６
０
０
～
１
５
０
０
㌾
の
電

圧
範
囲
に
対
応
す
る
機
種
が

ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。

特
長
は
、
①
モ
ジ
ュ
ー
ル

の
経
年
劣
化
や
動
作
温
度
の

相
違
に
よ
る
ス
ト
リ
ン
グ
間

の
ミ
ス
マ
ッ
チ
出
力
損
失
を

低
減
し
発
電
量
を
増
加
さ
せ

る
、
②
接
続
箱
／
集
電
箱
／

水
上
設
置
シ
ス
テ
ム
や
追
尾

式
シ
ス
テ
ム
の
パ
ッ
ケ
ー

ジ
、
太
陽
光
発
電
事
業
、
Ｏ

＆
Ｍ
サ
ー
ビ
ス
、
さ
ら
に
廃

棄
太
陽
電
池
パ
ネ
ル
の
再
資

源
化
へ
の
取
り
組
み
な
ど
を

展
示
し
、
会
期
中
ブ
ー
ス
に

は
大
勢
の
来
場
者
が
訪
れ

た
。
ま
た
、
ブ
ー
ス
正
面
で

は
、
各
展
示
を
紹
介
す
る
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
も
実
施

し
た
。

約
50
㌫
削
減
で
き
る
、
③
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ユ
ニ
ッ

ト
の
設
置
に
よ
り
追
加
コ
ス

ト
無
し
で
各
ス
ト
リ
ン
グ
の

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
可
能
。

今
回
の
展
示
で
は
、「
Ａ
ｍ

ｐ
ｔ
ス
ト
リ
ン
グ
オ
プ
テ
ィ

マ
イ
ザ
」
を
導
入
し
た
Ｄ
Ｃ

結
合
型
蓄
電
シ
ス
テ
ム
の
事

例
と
し
て
、
ハ
ワ
イ
州
カ
ウ

ア
イ
島
で
の
太
陽
光
発
電
所

を
、
ブ
ー
ス
奥
の
パ
ネ
ル
で

紹
介
し
た
。「
Ａ
ｍ
ｐ
ｔ
ス
ト

リ
ン
グ
オ
プ
テ
ィ
マ
イ
ザ
」

わ
り
盛
大
に
開
幕
し
た
。

「
第
15
回
国
際
水
素
・
燃
料

電
池
展
」、「
第
12
回
国
際
太
陽

電
池
展
」、「
第
10
回
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
施
工
展
」、「
第
10

回
国
際
二
次
電
池
展
」、「
第
９

回
国
際
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
」、「
第
７
回
国
際
風

力
発
電
展
」、「
第
４
回
国
際
バ

イ
オ
マ
ス
展
」、「
第
３
回
次
世

代
火
力
発
電
展
」、
そ
し
て
今

回
新
た
に
開
催
さ
れ
た
「
第
１

回
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
Ｅ
Ｘ
Ｐ

Ｏ
」
の
合
計
９
展
示
会
で
構
成

さ
れ
た
。

Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
と

い
っ
た
気
運
を
背
景
に
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
注
目
度

は
例
年
以
上
に
高
ま
っ
て
い

る
。
出
展
企
業
か
ら
は
「
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
主
力
電
源

化
に
向
け
て
、
業
界
は
次
の
次

元
に
入
っ
た
」
と
の
意
見
も
聞

出
展
し
、
会
期
中

約
６
万
７
０
０
０

人
が
来
場
し
た

（
主
催
リ
ー
ド
エ

グ
ジ
ビ
シ
ョ
ン
・

ジ
ャ
パ
ン
発
表
）。

か
れ
た
。

目
を
引
い
た
一
つ
は
、

蓄
電
池
関
連
の
動
き
だ
。

２
０
１
９
年
11
月
に
住
宅

向
け
余
剰
電
力
の
買
い
取

り
が
終
了
す
る
こ
と
を
受

け
、
住
宅
用
定
置
型
蓄
電

池
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
パ
ワ

コ
ン
等
が
商
機
を
迎
え
て

い
る
。
Ｅ
Ｖ
を
蓄
電
池
と

会

期

初

日
、
恒
例

の
業
界
ト

ッ
プ
に
よ

る
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
で

は
、
経
済

産
業
副
大

臣
の
関
芳

弘
氏
、
環

境
副
大
臣

の
秋
元
司

氏

の

ほ

か
、
自
ら

も
環
境
問

題
に
取
り

組

む

俳

優
・
歌
手

の
加
山
雄

三
氏
も
加

ュ
ー
シ
ョ
ン
「
Ｔ
ｒ

ｉ
ｎ
ａ
Ｐ
ｒ
ｏ
」
の

Ｄ
Ｃ
ケ
ー
ブ
ル
／
そ

れ
に
伴
う
工
事
費
を

創
立
20
周
年
を
迎
え

た
昨
年
よ
り
「
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
」
の
グ

ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
企

業
を
目
指
し
、
ス
マ
ー

ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
エ
ネ

ル
ギ
ー
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の

分
野
に
ビ
ジ
ネ
ス
を
拡

大
し
て
い
る
。

を
介
し
て
蓄
電
池
を

接
続
す
る
こ
と
で
、

総
合
充
放
電
効
率
を

約
４
㌫
向
上
さ
せ
る

こ
と
に
成
功
し
た
。

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の

Ｏ
＆
Ｍ
に
必
要
な
測
定
器
、

計
測
器
の
レ
ン
タ
ル
サ
ー
ビ

ス
を
手
掛
け
る
同
社
は
、
恒

例
の
メ
ー
カ
ー
・
団
体
に
よ

る
講
演
会
を
開
催
し
た
。

「
太
陽
光
発
電
所
を
取
り

巻
く
環
境
の
変
化
」
と
「
今

後
の
Ｏ
＆
Ｍ
の
あ
り
方
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
講
演
会
に

は
、
メ
ー
カ
ー
９
社
と
業
界

団
体
１
協
会
が
登
壇
し
た
。

Ｆ
Ｉ
Ｔ
法
改
正
に
伴
う
動
向

計
測
器
に
関
す
る
情
報
提
供

も
重
要
な
役
割
と
位
置
付
け

る
。
ブ
ー
ス
で
は
、
国
内
の

メ
ー
カ
ー
製
品
を
ほ
ぼ
ラ
イ

ン
ア
ッ
プ
し
て
展
示
し
た
。

多
く
の
レ
ン
タ
ル
商
品
の
中

か
ら
最
適
な
選
択
が
で
き
る

絶
好
の
機
会
と
な
っ
た
。
顧

客
の
工
事
の
信
頼
と
利
益
を

確
か
な
も
の
と
し
、
被
害
を

最
小
限
に
く
い
と
め
る
高
付

加
価
値
レ
ン
タ
ル
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
に
余
念
が
な
い
。

や
、
再
エ
ネ
主
力
電
源
化
に

向
け
た
発
電
所
側
ニ
ー
ズ
な

ど
、
現
場
の
課
題
に
即
し
て

保
守
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
重

要
性
を
訴
求
し
た
。

『
現
場
を
知
る
プ
ロ
の
、
先

読
み
レ
ン
タ
ル
。』（
Ｒ
Ｅ
Ｃ

バ
リ
ュ
ー
）
を
信
条
と
す
る

同
社
は
、
最
新
の
測
定
器
、

「
Ｐ
Ｖ 

Ｏ
ａ
ｓ
ｉ
ｓ
」

は
、
直
流
リ
ン
ク
式
優
先
制

御
を
採
用
し
た
蓄
電
池
付
き

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
だ
。

自
家
消
費
へ
の
関
心
が
高
ま

っ
て
お
り
、
系
統
連
系
し
な

い
同
シ
ス
テ
ム
の
展
示
に
大

勢
の
来
場
者
が
足
を
止
め
て

い
た
。

太
陽
光
発
電
の
電
気
を
最

優
先
に
使
い
、
余
剰
電
力
を

蓄
電
池
に
蓄
え
て
供
給
不
足

遠
隔
監
視
シ
ス
テ
ム
＆
サ

ー
ビ
ス
「
Ｌ
・
ｅ
ｙ
ｅ
」
、

自
家
消
費
型
太
陽
光
発
電
向

け
自
動
出
力
制
御
シ
ス
テ
ム

「
Ｓ
ｏ
ｌ
ａ
ｒ 

Ｌ
ｅ
ｇ
ａ
ｔ

ｏ
」、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
「
Ｓ
ｏ
ｌ
ａ
ｒ　

Ｐ
ｒ
ｏ
」
な
ど
、
新
製
品
・

新
サ
ー
ビ
ス
を
一
堂
に
展

示
。
ブ
ー
ス
に
は
会
期
中
、

大
勢
の
来
場
者
が
訪
れ
た
。

「
Ｓ
ｏ
ｌ
ａ
ｒ 

Ｌ
ｅ
ｇ
ａ

最
大
化
す
る
「
Ｐ
Ｖ
マ
キ
シ

マ
イ
ザ
ー
」
と
中
大
容
量
蓄

電
池
シ
ス
テ
ム
向
け
双
方
向

Ｄ
Ｃ
／
Ｄ
Ｃ
コ
ン
バ
ー
タ
シ

ス
テ
ム
「
Ｎ
ｅ
ｏ 

ｅ
Ｘ
ｐ
ａ

ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
」、
自
立
イ
ン
バ
ー

タ
、
整
流
器
で
構
成
さ
れ
る
。

従
来
の
太
陽
光
発
電
所
の

み
な
ら
ず
、
Ｚ
Ｅ
Ｂ
、
非
常

用
電
源
、
オ
フ
グ
リ
ッ
ド
な

ど
、
幅
広
い
応
用
が
可
能
と

な
る
。

電
力
に
合
わ
せ
た
自
動
制
御

を
実
現
し
た
。
発
電
電
力
が

消
費
電
力
を
上
回
る
場
合
、

パ
ラ
メ
ー
タ
に
合
わ
せ
て
発

電
電
力
を
制
御
し
、
逆
潮
流

の
発
生
を
低
減
す
る
。
さ
ら

に
、
適
切
な
追
随
制
御
に
よ

っ
て
、
発
電
電
力
を
最
大
限

利
用
可
能
に
し
た
。
逆
潮
流

に
よ
る
Ｐ
Ｃ
Ｓ
停
止
や
発
電

シ
ス
テ
ム
の
有
効
活
用
と
い

っ
た
自
家
消
費
型
太
陽
光
発

電
の
課
題
を
解
決
に
貢
献
す

る
。
大
手
パ
ネ
ル
メ
ー
カ
ー

ブ
ー
ス
で
、
同
シ
ス
テ
ム
と

の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
よ
る
自
家

消
費
モ
デ
ル
（
参
考
出
品
）

も
展
示
さ
れ
て
い
た
。

今
年
６
月
に
は
、
ス
マ
ー

ト
メ
ー
タ
ー
対
応
、
遠
隔
設

定
、
予
測
制
御
の
機
能
追
加

を
リ
リ
ー
ス
予
定
。

時
に
給
電
す
る
。
蓄
電
池
残

量
が
不
足
し
た
場
合
に
限
り

商
用
電
源
か
ら
無
瞬
断

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
可

能
。
パ
ワ
コ
ン
や
逆
電

力
継
電
器
は
不
要
と
な

り
、
系
統
連
系
の
協
議

な
し
で
運
開
で
き
る
の

が
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
だ
。

ス
ト
リ
ン
グ
単
位
の

最
適
制
御
で
発
電
量
を

Ｔ
Ａ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
は
、
産
業
用

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
ク

ラ
ウ
ド
型
遠
隔
監
視
サ
ー
ビ

ス
の
パ
イ
オ
ニ
ア
企
業
。
現

在
は
日
本
、
中
国
、
ド
イ

ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
マ
レ
ー
シ

ア
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
イ

ン
ド
な
ど
世
界
十
数
か
国
に

展
開
し
て
い
る
。
昨
年
３
月

時
点
で
、
同
社
の
太
陽
光
発

電
遠
隔
監
視
シ
ス
テ
ム
「
Ｓ

ｍ
ａ
ｒ
ｔ
Ｐ
Ｖ
」
の
導
入
量

は
３
㌐
㍗
を
超
え
た
。

今
回
の
ブ
ー
ス
で
は
、
４

Ｇ
（
Ｌ
Ｔ
Ｅ
）
対
応
版
と
「
Ｗ

ｅ
ｂ
カ
メ
ラ
モ
デ
ル
」、「
気

象
変
換
器
（
箱
付
き
）」
を
新

た
に
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
し
て
紹

介
し
た
。
ま
た
、
低
圧
発
電

所
向
け
「
Ｓ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ
Ｐ
Ｖ

＆
出
力
制
御
シ
ス
テ
ム
」
も
、

昨
年
に
引
き
続
き
来
場
者
の

関
心
を
集
め
て
い
た
。

同
グ
ル
ー
プ
の
Ｔ
Ａ
Ｏ
Ｋ

Ｅ
エ
ナ
ジ
ー
か
ら
は
会
期

中
、
新
た
な
蓄
電
シ
ス
テ
ム

が
発
表
さ
れ
て
お
り
、

「
蓄
電
池
遠
隔
監
視
シ
ス

テ
ム
」
も
ブ
ー
ス
で
披
露

し
た
。
蓄
電
シ
ス
テ
ム

は
、
リ
ン
酸
鉄
系
で
高
エ

ネ
ル
ギ
ー
密
度
、
長
寿

命
、
高
低
温
機
能
に
優
れ

る
の
が
特
長
。
住
宅
用
か

ら
産
業
用
ま
で
を
広
く
カ

バ
ー
す
る
。

福
島
県
は
、
復
興
の
大
き

な
柱
と
し
て
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
関
連
産
業
の
育

成
・
集
積
を
進
め
て
い
る
。

産
学
官
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
「
福
島
県
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
関
連
産
業
推
進
研
究

会
」
に
は
、
７
２
２
社
が
散

開
し
て
い
る
。
今
回
は
、
そ

の
中
か
ら
６
社
が
共
同
で
出

展
し
た
。

ア
ン
フ
ィ
ニ
の
融
雪
機
能

付
き
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル

「
ジ
ャ
パ
ン
ソ
ー
ラ
ー
ス
ノ

ー
カ
ッ
ト
」（
参
考
出
品
）

陽
光
発
電
モ
ジ
ュ
ー
ル
工
場

で
、
開
発
さ
れ
て
い
る
。
降

雪
量
の
多
い
地
域
で
の
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
雪
降
ろ

し
や
費
用
負
担
を
減
ら
す
こ

と
を
目
的
に
、
地
域
に
根
付

い
た
地
元
企
業
と
し
て
の
存

在
感
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

産
総
研
の
福
島
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
所
（
Ｆ
Ｒ

Ｅ
Ａ
）
と
福
島
県
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
産
業
推
進

研
究
会
、
同
社
が
連
携
し
て

開
発
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
組
織

し
て
い
る
。「
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ

は
、
福
島
県
楢

葉
町
の
同
社
太

Ｉ
Ｍ
Ａ
産
」
太
陽
電

池
モ
ジ
ュ
ー
ル
、
蓄

電
池
シ
ス
テ
ム
の
事

業
化
の
み
な
ら
ず
、

地
元
で
の
雇
用
創
出

を
目
指
す
。

ｔ
ｏ
」
は
、
特
許

技
術
に
よ
り
消
費

英
弘
精
機
は
日
射
計
を
は

じ
め
と
す
る
太
陽
光
発
電
の

Ｏ
＆
Ｍ
に
役
立
つ
製
品
と
、

風
力
発
電
を
包
括
的
に
サ
ポ

ー
ト
す
る
製
品
を
出
展
し
た
。

太
陽
光
発
電
向
け
で
は
、

新
型
日
射
計
「
Ｍ
Ｓ
‐
80
」
シ

リ
ー
ズ
を
中
心
に
展
示
。
同
社

保
証
。
全
Ｉ
Ｓ
Ｏ
ク
ラ
ス
で
電

流
出
力
と
Ｒ
Ｓ
４
８
５
出
力

を
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
す
る
。

ほ
か
に
ド
ロ
ー
ン
に
搭
載

で
き
る
薄
型
日
射
計
「
Ｍ
Ｓ

‐
80
Ｕ
」
や
、
ポ
ー
タ
ブ
ル

Ｉ
‐
Ｖ
チ
ェ
ッ
カ
ー
「
Ｍ
Ｐ

‐
11
」
な
ど
も
展
示
し
た
。

は
全
て
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
ク
ラ
ス
の

日
射
計
を
開
発
・
生
産
す
る
国

内
唯
一
の
メ
ー

カ
ー
。
最
新
の

Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
６

０
第
２
版
（
２

０
１
８
年
11
月

発
行
）
に
対
応

し
て
い
る
。「
Ｍ

Ｓ
‐
80
」
シ
リ

ー
ズ
は
高
速
応

答
性
と
長
期
安

定
性
を
実
現

し
、
乾
燥
剤
交

換
な
し
で
５
年


